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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリプロピレンおよび
（Ａ）該ポリプロピレンの質量に関し０．０５ないし１質量％の、下記（１３）、（１４
）、（３６－ａ）、（３６－ｂ）、（３６－ｄ）、（８１）、（８４－１）、（９６－Ｉ
）及び（９６－ＩＩ）で表される化合物、生成物（１００－Ａ）並びに下式（１０１－Ｉ
）、（１０５）及び（１０６）で表される化合物からなる群から選択される立体障害性ア
ミン化合物
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【化１】

（３６－ａ）１，２，３，４－テトラキス［２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－
４－イルオキシカルボニル］ブタン；
（３６－ｂ）１，２，３，４－テトラキス［１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジ
ニ－４－イルオキシカルボニル］ブタン；
【化２】

（式中、ｍ1は２ないし５０の数を表す。）；
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【化３】

（式中、ｍ4は２ないし５０の数を表す。）；
【化４】

（式中、ｍ16およびｍ*
16は２ないし５０の数を表す。）；

下式（１００ａ－Ｉ）で表されるポリアミンと塩化シアヌルとの反応により得られる中間
体生成物を下式（１００ｂ－Ｉ）

【化５】

で表される化合物と反応させることによって得られる生成物（１００－Ａ）；



(4) JP 4950371 B2 2012.6.13

10

20

30

40

50

【化６】

（式中、ｍ21は１ないし２０の数を表す。）；
【化７】

【化８】

（Ｂ）前記ポリプロピレンの質量に関し０．０２ないし０．５質量％の、酸化カルシウム
及び
（Ｃ）前記ポリプロピレンの質量に関し０．０５ないし０．５質量％の、亜鉛もしくはマ
グネシウムの、１ないし２４個の炭素原子を有する脂肪族モノカルボキシレート
を含む安定剤混合物を含む組成物。
【請求項２】
　成分（Ｃ）がステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ラウリン酸亜鉛、ラウリ
ン酸マグネシウム、酢酸亜鉛または酢酸マグネシウムである請求項１記載の組成物。
【請求項３】
成分（Ｂ）が酸化カルシウムでありおよび成分（Ｃ）がステアリン酸マグネシウムである
か；または
成分（Ｂ）が酸化カルシウムでありおよび成分（Ｃ）がステアリン酸亜鉛である請求項１
記載の組成物。
【請求項４】
（Ｄ１）顔料、または
（Ｄ２）紫外線吸収剤、または
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（Ｄ３）顔料および紫外線吸収剤、をさらに含む請求項１記載の組成物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は立体障害性アミン化合物、カルシウム化合物および亜鉛もしくはマグネシウム化
合物を含む安定剤混合物、光、熱もしくは酸化により誘発される崩壊に対してポリオレフ
ィンを安定化するためのこの混合物の使用、並びにこのように安定化されたポリオレフィ
ンに関する。
【０００２】
【従来の技術】
ポリオレフィンの安定化は多くの刊行物に記載されている、例えばＵＳ－Ａ－４９２９６
５２、ＵＳ－Ａ－５０２５０５１、ＵＳ－Ａ－５０３７８７０、ＥＰ－Ａ－２７６９２３
、ＥＰ－Ａ－２９０３８８、ＥＰ－Ａ－４２９７３１、ＥＰ－Ａ－４６８９２３、ＥＰ－
Ａ－５６５１８４、ＥＰ－Ａ－６９００９４、ＧＢ－Ａ－２２５２３２４、ＤＥ－Ａ－１
９５４５８９６（Ｄｅｒｗｅｎｔ　９６－２７８，９９４／２９；ケミカルアブストラク
ツ１２５：１１６７７９ｑ）、ＷＯ－Ａ－９５／２５，７６７およびケミカルアブストラ
クツ１０６：１９７４０７ｚ。
【０００３】
【課題を解決するための手段】
さらに詳細には、本発明は（Ａ）　立体障害性アミン化合物
（Ｂ）　カルシウムの有機塩またはカルシウムの無機塩、ならびに
（Ｃ）　マグネシウムの有機塩、マグネシウムの無機塩、亜鉛の有機塩または亜鉛の無機
塩を含む安定剤混合物であって、但し、（Ｂ）がステアリン酸カルシウムである場合（Ｃ
）がマグネシウム－ヒドロキシド－カーボネート、亜鉛－ヒドロキシド－カーボネートま
たはドロマイトである、安定剤混合物に関する。
【０００４】
【発明の実施の形態】
成分（Ｂ）がカルシウムの有機塩である場合に、成分（Ｃ）はとりわけ、マグネシウム－
ヒドロキシド－カーボネート、亜鉛－ヒドロキシド－カーボネートまたはドロマイトであ
る。
【０００５】
立体障害性アミンは好ましくは、次式（Ｉ）または（II）
【化１０】

（式中、Ｇは水素原子またはメチル基を表し；および
Ｇ1 およびＧ2 は互いに独立して水素原子、メチル基を表すか、または一緒になって置換
基＝Ｏを表す。）で表される基の少なくとも１つを含む化合物である。
【０００６】
立体障害性アミンのさらに詳細な例はクラス（ａ’）ないし（ｉ’）の下に記載される。
（ａ’）　式（Ｉａ）で表される化合物
【化１１】
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〔式中、ｎ1 は数１ないし４を表し；
ＧおよびＧ1 は、互いに独立して、水素原子またはメチル基を表し；
Ｇ11は水素原子、Ｏ・、ヒドロキシル基、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原
子数３ないし８のアルケニル基、炭素原子数３ないし８のアルキニル基、炭素原子数７な
いし１２のアルアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基、炭素原子数５ない
し８のシクロアルコキシ基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基、炭素原子数
１ないし８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし５のアルケノイル基、炭素原子数１な
いし１８のアルカノイルオキシ基、グリシジル基、または式：－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＨ）－Ｚ
（式中、Ｚは水素原子、メチル基もしくはフェニル基を表す。）で表される基を表し；Ｇ

11は好ましくはＨ、炭素原子数１ないし４のアルキル基、アリル基、ベンジル基、アセチ
ル基またはアクロイル基を表し；ならびに
ｎ1 が１の場合、Ｇ12は水素原子、中断されないかまたは１個もしくはそれ以上の酸素原
子で中断された炭素原子数１ないし１８のアルキル基、シアノエチル基、ベンゾイル基、
グリシジル基；脂肪族、脂環式、芳香脂肪族（araliphatic)、不飽和もしくは芳香族カル
ボン酸、カルバミン酸またはリン含有酸の一価の基；または一価シリル基であり、好まし
くは炭素原子数２ないし１８の脂肪族カルボン酸の基、炭素原子数７ないし１５の脂環式
カルボン酸の基、または炭素原子数３ないし５のα，β－不飽和カルボン酸の基または炭
素原子数７ないし１５の芳香族カルボン酸の基であり、ここで各々のカルボン酸は脂肪族
、脂環式もしくは芳香族部分において１ないし３個の－ＣＯＯＺ12基（基中、Ｚ12はＨ、
炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数３ないし１２のアルケニル基、炭素原
子数５ないし７のシクロアルキル基、フェニル基もしくはベンジル基を表す。）によって
置換されていてよく；
ｎ1 が２の場合、Ｇ12は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数４ないし１
２のアルケニレン基、キシリレン基、脂肪族、脂環式、芳香脂肪族または芳香族ジカルボ
ン酸、ジカルバミン酸またはリン含有酸の二価の基、または二価シリル基を表し、好まし
くは炭素原子数２ないし３６の脂肪族ジカルボン酸の基、炭素原子数８ないし１４の脂環
式もしくは芳香族ジカルボン酸の基、または炭素原子数８ないし１４の脂肪族、脂環式も
しくは芳香族ジカルバミン酸の基であり、ここで各々のジカルボン酸は脂肪族、脂環式も
しくは芳香族部分において１ないし２個の－ＣＯＯＺ12基によって置換されていてよく；
ｎ1 が３の場合、Ｇ12は、脂肪族、脂環式もしくは芳香族部分において－ＣＯＯＺ12基に
よって置換されていてよい、脂肪族、脂環式または芳香族トリカルボン酸の三価基、芳香
族トリカルバミン酸の三価基またはリン含有酸の三価基を表すか、または三価シリル基を
表し；ならびに
ｎ1 が４の場合、Ｇ12は、脂肪族、脂環式または芳香族テトラカルボン酸の四価基を表す
。〕。
【０００７】
上に言及したカルボン酸基は、各々の場合、式（－ＣＯ）X Ｒ（式中、ｘは上記で定義さ
れる意味を表し、およびＲの意味は与えられた定義に由来する基である。）で表される基
を意味すると見なす。
【０００８】
２０個までの炭素原子を有するアルキル基の例は、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基
、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オクチル基、２－
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エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基、ｎ－ドデシル基、
ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ヘキサデシル基またはｎ－オクタデシル基
である。
【０００９】
炭素原子数３ないし８のアルケニル基であるＧ11は、例えば１－プロペニル基、アリル基
、メタリル基、２－ブテニル基、２－ペンテニル基、２－ヘキセニル基、２－オクテニル
基または４－第三ブチル－２－ブテニル基である。
炭素原子数３ないし８のアルキニル基であるＧ11は好ましくはプロパルギル基である。
炭素原子数７ないし１２のアルアルキル基であるＧ11は、特に、フェネチル基、とりわけ
ベンジル基である。
【００１０】
炭素原子数１ないし１８のアルコキシ基であるＧ11は、例えば、メトキシ基、エトキシ基
、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブトキシ基、イソブトキシ基、ペントキシ基、イソ
ペントキシ基、ヘキソキシ基、ヘプトキシ基、オクトキシ基、デシルオキシ基、ドデシル
オキシ基、テトラデシルオキシ基、ヘキサデシルオキシ基おびオクタデシルオキシ基であ
る。炭素原子数６ないし１２のアルコキシ基、特にヘプトキシ基およびオクトキシ基が好
ましい。
【００１１】
炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基であるＧ11は、例えばシクロペントキシ基、
シクロヘキソキシ基、シクロヘプトキシ基、シクロオクトキシ基、シクロデシルオキシ基
およびシクロドデシルオキシ基である。炭素原子数５ないし８のシクロアルコキシ基、特
にシクロペントキシ基およびシクロヘキソキシ基が好ましい。
炭素原子数７ないし９のフェニルアルコキシ基は、例えば、ベンジルオキシ基である。
【００１２】
炭素原子数１ないし８のアルカノイル基であるＧ11は、例えばホルミル基、プロピオニル
基、ブチリル基、オクタノイル基であるが、特にアセチル基でありおよび炭素原子数３な
いし５のアルケノイル基であるＧ11は特にアクリロイル基である。
炭素原子数１ないし１８のアルカノイルオキシ基であるＧ11は、例えばホルミルオキシ基
、アセチルオキシ基、プロピオニルオキシ基、ブチリルオキシ基、バレリルオキシ基、ラ
ウロイルオキシ基、パルミトイルオキシ基およびステアロイルオキシ基である。
【００１３】
数種のＧ12基の例を以下に示す。
Ｇ12がカルボン酸の１価の基である場合、それは例えばアセチル基、カプロイル基、ステ
アロイル基、アクリロイル基、メタクリロイル基、ベンゾイル基またはβ－（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオニル基である。
Ｇ12が一価のシリル基である場合、それは例えば式－（Ｃj Ｈ2j）－Ｓｉ（Ｚ’）2 Ｚ”
（式中、ｊは２ないし５の範囲の整数を表し、およびＺ’およびＺ”は、互いに独立して
、炭素原子数１ないし４のアルキル基または炭素原子数１ないし４のアルコキシ基を表す
。）で表される基である。
Ｇ12がジカルボン酸の二価の基である場合、それは例えばマロニル基、スクシニル基、グ
ルタリル基、アジポイル基、スベロイル基、セバコイル基、マレオイル基、イタコニル基
、フタロイル基、ジブチルマロニル基、ジベンジルマロニル基、ブチル（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロニル基またはビシクロヘプテンジカルボニル基
または式
【化１２】
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で表される基である。
Ｇ12がトリカルボン酸の三価の基である場合、それは例えばトリメリトイル基、シトリル
基またはニトリロトリアセチル基である。
Ｇ12がテトラカルボン酸の四価の基である場合、それらは例えばブタン－１，２，３，４
－テトラカルボン酸もしくはピロメリット酸の四価の基である。
Ｇ12がジカルバミン酸の二価の基である場合、それは例えばヘキサメチレンジカルバモイ
ル基または２，４－トルイレンジカルバモイル基である。
【００１４】
好ましいものは、式中、ＧおよびＧ1 が水素原子を表し；Ｇ11が水素原子またはメチル基
を表し；ｎ1 が２を表しおよびＧ12が炭素原子数４ないし１２の脂肪族ジカルボン酸のジ
アシル基である式（Ｉａ）で表される化合物で与えられる。
【００１５】
このクラスからのポリアルキルピペリジン化合物の例は以下の化合物である：
１）４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
２）１－アリル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
３）１－ベンジル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
４）１－（４－第三ブチル－２－ブテニル）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン
５）４－ステアロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
６）１－エチル－４－サリチロイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
７）４－メタクリロイルオキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン
８）１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イルβ－（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート
９）ジ（１－ベンジル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）マレエー
ト
１０）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）スクシネート
１１）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）グルタレート
１２）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）アジペート
１３）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）セバケート
１４）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イル）セバケート
１５）ジ（１，２，３，６－テトラメチル－２，６－ジエチル－ピペリジニ－４－イル）
セバケート
１６）ジ（１－アリル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）フタレー
ト
１７）１－ヒドロキシ－４－β－シアノエトキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン
１８）１－アセチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イルアセテート
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１９）トリ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）トリメリテート
２０）１－アクリロイル－４－ベンジルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン
２１）ジ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）ジエチルマロネート
２２）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イル）ジブチルマロネー
ト
２３）ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イル）ブチル（３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート
２４）ジ（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）
セバケート
２５）ジ（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－
イル）セバケート
２６）ヘキサン－１’，６’－ビス（４－カルバモイルオキシ－１－ｎ－ブチル－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン）
２７）トルエン－２’，４’－ビス（４－カルバモイルオキシ－１－ｎ－プロピル－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン）
２８）ジメチルビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オキシ）シラン
２９）フェニルトリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オキシ）シラン
３０）トリス（１－プロピル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）ホ
スフィット
３０－ａ）トリス（１－メチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）
ホスフイット
３１）トリス（１－プロピル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）ホ
スフェート
３２）フェニルビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ－４－イル）ホスホ
ネート
３３）４－ヒドロキシ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン
３４）４－ヒドロキシ－Ｎ－ヒドロキシエチル－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン
３５）４－ヒドロキシ－Ｎ－（２－ヒドロキシプロピル）－テトラメチルピペリジン
３６）１－グリシジル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
３６－ａ）１，２，３，４－テトラキス［２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４
－イルオキシカルボニル］ブタン
３６－ｂ）１，２，３，４－テトラキス［１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジニ
－４－イルオキシカルボニル］ブタン
３６－ｃ）２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イルオキシカルボニル（炭素
原子数１５ないし１７のアルカン）
【化１３】
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【００１６】
（ｂ’）式（Ｉｂ）で表される化合物
【化１４】

〔式中、ｎ2 は数１、２もしくは３を表し；Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は（ａ’）の下に定義さ
れた意味であり、
Ｇ13は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数２ないし５のヒドロ
キシアルキル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし８のア
ルアルキル基、炭素原子数１ないし１８のアルカノイル基、炭素原子数３ないし５のアル
ケノイル基、ベンゾイル基または式
【化１５】

で表される基を表し；および
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ｎ2 が１である場合、Ｇ14は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、炭素原子
数３ないし８のアルケニル基、炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基；ヒドロキシル
基、シアノ基、アルコキシカルボニル基またはカルバミド基で置換された炭素原子数１な
いし４のアルキル基、グリシジル基、式：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－Ｚもしくは－ＣＯＮ
Ｈ－Ｚ（基中、Ｚは水素原子、メチル基もしくはフェニル基を表す。）で表される基を表
し；
ｎ2 が２である場合、Ｇ14は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数６ない
し１２のアリーレン基、キシリレン基、基：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 または基：
－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－（基中、Ｄは炭素原子数２ないし１０の
アルキレン基、炭素原子数６ないし１５のアリーレン基、炭素原子数６ないし１２のシク
ロアルキレン基を表す）を表し、または但し、Ｇ13がアルカノイル基、アルケノイル基ま
たはベンゾイル基でない場合、Ｇ14は代わりに１－オキソ－炭素原子数２ないし１２のア
ルキレン基、脂肪族、脂環式もしくは芳香族ジカルボン酸もしくはジカルバミン酸の二価
の基であるか、またはそうでなければ基－ＣＯ－であってよく；
ｎ2 が３である場合、Ｇ14は基
【化１６】

を表し、あるいは
ｎ2 が１を表すとき、Ｇ13およびＧ14は一緒になって脂肪族、脂環式もしくは芳香族１，
２－もしくは１，３－ジカルボン酸の二価の基であってよい。
【００１７】
基Ｇ13、Ｇ14およびＤに対する幾つかの例を以下に示す。
いずれかのアルキル置換基は（ａ’）に対して上記で定義されたものである。
いずれかの炭素原子数５ないし７のシクロアルキル置換基は、特にシクロヘキシル基であ
る。
炭素原子数７ないし８のアルアルキル基であるＧ13は、特にフェニルエチル基または特に
ベンジル基である。
炭素原子数２ないし５のヒドロキシアルキル基であるＧ13は特に２－ヒドロキシエチル基
または２－ヒドロキシプロピル基である。
炭素原子数１ないし１８アルカノイル基であるＧ13は、例えばホルミル基、アセチル基、
プロピオニル基、ブチリル基、オクタノイル基、ドデカノイル基、ヘキサデカノイル基、
オクタデカノイル基であるが、好ましくはアセチル基であり、炭素原子数３ないし５のア
ルケノイル基であるＧ13は特にアクリロイル基である。
炭素原子数２ないし８のアルケニル基であるＧ14は例えばアリル基、メタリル基、２－ブ
テニル基、２－ペンテニル基、２－ヘキセニル基または２－オクテニル基である。
【００１８】
ヒドロキシル－、シアノ－、アルコキシカルボニル－またはカルバミド置換された炭素原
子数１ないし４のアルキル基は、例えば、２－ヒドロキシエチル基、２－ヒドロキシプロ
ピル基、２－シアノエチル基、メトキシカルボニルエチル基、２－エトキシカルボニルエ
チル基、２－アミノカルボニルプロピル基または２－（ジメチルアミノカルボニル）エチ
ル基である。
いずれかの炭素原子数２ないし１２のアルキレン基は、例えばエチレン基、プロピレン基
、２，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタメチレ
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ン基、デカメチレン基またはドデカメチレン基である。
いずれかの炭素原子数６ないし１５のアリーレン置換基は、例えばｏ－、ｍ－またはｐ－
フェニレン基、１，４－ナフチレン基または４，４’－ジフェニレン基である。
炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基は、特にシクロヘキシレン基である。
１－オキソ－炭素原子数２ないし１２のアルキレン基としてのＧ14は、好ましくは基
【化１７】

である。
【００１９】
好ましい化合物は、式中、ｎ2 が１または２を表し；ＧおよびＧ1 が水素原子を表し；Ｇ

11が水素原子またはメチル基を表し；Ｇ13が水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキ
ル基または式
【化１８】

の基を表し；ｎ2 ＝１の場合、Ｇ14は水素原子または炭素原子数１ないし１２のアルキル
基を表し、ならびにｎ2 ＝２の場合、Ｇ14は炭素原子数２ないし８のアルキレン基または
１－オキソ－炭素原子数２ないし８のアルキレン基を表す、式（Ｉｂ）で表される化合物
で与えられる。
【００２０】
このクラスからのポリアルキルピペリジン化合物の例は以下に示す化合物である：
３７）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメ
チレン－１，６－ジアミン
３８）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ヘキサメ
チレン－１，６－ジアセタミド
３９）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）アミン
４０）４－ベンゾイルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
４１）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ，Ｎ
’－ジブチルアジパミド
４２）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－Ｎ，Ｎ
’－ジシクロヘキシル－２－ヒドロキシプロピレン－１，３－ジアミン
４３）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－ｐ－キ
シリレンジアミン
４４）Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシン
アミド
４５）ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）Ｎ－（２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン－４－イル）－β－アミノジプロピオネート
４６）式
【化１９】
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４７）４－（ビス－２－ヒドロキシエチルアミノ）－１，２，２，６，６－ペンタメチル
ピペリジン
４８）４－（３－メチル－４－ヒドロキシ－５－第三ブチルベンズアミド）－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン
４９）４－メタクリルアミド－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン
【化２０】

４９－ｂ）Ｎ，Ｎ’，Ｎ”－トリス［２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イ
ルアミノ（２－ヒドロキシプロピレン）］イソシアヌレート
４９－ｃ）２－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルアミノ）－２－（
２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イルアミノカルボニル）プロパン
４９－ｄ）１，６－ビス［Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）
ホルミルアミノ］ヘキサン
【化２１】

（ｃ’）式（Ｉｃ）で表される化合物
【化２２】
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（式中、ｎ3 は数１または２を表し；Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は（ａ’）の下に定義された意
味を表し；および
ｎ3 が１である場合、Ｇ15は炭素原子数２ないし８のアルキレン基、炭素原子数２ないし
８のヒドロキシアルキレン基または炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン基
を表し；
ｎ3 が２である場合、Ｇ15　は基：（－ＣＨ2 ）2 Ｃ（ＣＨ2 －）2 を表す。
【００２１】
炭素原子数２ないし８のアルキレン基または炭素原子数２ないし８のヒドロキシアルキレ
ン基であるＧ15は、例えば、エチレン基、１－メチルエチレン基、プロピレン基、２－エ
チルプロピレン基または２－エチル－２－ヒドロキシメチルプロピレン基である。
Ｇ15である炭素原子数４ないし２２のアシルオキシアルキレン基は、例えば２－エチル－
２－アセトキシメチルプロピレン基である。
【００２２】
このクラスからのポリアルキルピペリジン化合物の例は以下の化合物である：
５０）９－アザ－８，８，１０，１０－テトラメチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５
］ウンデカン
５１）９－アザ－８，８，１０，１０－テトラメチル－３－エチル－１，５－ジオキサス
ピロ［５．５］ウンデカン
５２）８－アザ－２，７，７，８，９，９－ヘキサメチル－１，４－ジオキサスピロ［４
．５］デカン
５３）９－アザ－３－ヒドロキシメチル－３－エチル－８，８，９，１０，１０－ペンタ
メチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］－ウンデカン
５４）９－アザ－３－エチル－３－アセトキシメチル－９－アセチル－８，８，１０，１
０－テトラメチル－１，５－ジオキサスピロ［５．５］－ウンデカン
５５）２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－スピロ－２’－（１’，３’－ジ
オキサン）－５’－スピロ－５”－（１”，３”－ジオキサン）－２”－スピロ－４"'－
（２"'，２"'，６"'，６"'－テトラメチルピペリジン）
【００２３】
（ｄ’）式（Ｉｄ－１）、（Ｉｄ－２）または（Ｉｄ－３）で表される化合物
【化２３】
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【化２４】

〔式中、ｎ4 は数１または２を表し；Ｇ、Ｇ1 およびＧ11は（ａ’）の下に定義された意
味を表し；
Ｇ16は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、アリル基、ベンジル基、グリシ
ジル基または炭素原子数２ないし６のアルコキシアルキル基を表し；および
ｎ4 が１を表すとき、Ｇ17は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子
数３ないし５のアルケニル基、炭素原子数７ないし９のアルアルキル基、炭素原子数５な
いし７のシクロアルキル基、炭素原子数２ないし４のヒドロキシアルキル基、炭素原子数
２ないし６のアルコキシアルキル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基、グリシジル
基または式：－（ＣＨ2 ）p －ＣＯＯ－Ｑまたは－（ＣＨ2 ）p －Ｏ－ＣＯ－Ｑ（式中、
ｐは１または２を表し；およびＱは炭素原子数１ないし４のアルキル基またはフェニル基
を表し；および　ｎ4 が２を表すとき、Ｇ17は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、
炭素原子数４ないし１２のアルケニレン基、炭素原子数６ないし１２のアリーレン基、式
：－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ’－Ｏ－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －（
式中、Ｄ’は炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数６ないし１５のアリー
レン基、炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基を表す）で表される基または式：
－ＣＨ2 ＣＨ（ＯＤ”）ＣＨ2 －（ＯＣＨ2 －ＣＨ（ＯＤ”）ＣＨ2 ）2 －（式中、Ｄ”
は水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、アリル基、ベンジル基、炭素原子数
２ないし１２のアルカノイル基またはベンゾイル基を表す）で表される基を表し；
Ｔ1 およびＴ2 は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基ま
たは未置換のまたはハロゲン原子もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換され
た炭素原子数６ないし１０のアリール基または炭素原子数７ないし９のアルアルキル基を
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表すか、あるいは
Ｔ1 およびＴ2 はそれらが結合する炭素原子と一緒になって、炭素原子数５ないし１４の
シクロアルカン環を形成する。〕
式（Ｉｄ－３）で表される化合物が好ましい。
【００２４】
式（Ｉｄ－１）、（Ｉｄ－２）および（Ｉｄ－３）における幾つかの変形のある種の例は
以下に示される
いずれかの炭素原子数１ないし１２のアルキル置換基は、例えばメチル基、エチル基、ｎ
－プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オク
チル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基または
ｎ－ドデシル基である。
いずれかの炭素原子数１ないし１８のアルキル置換基は、例えば上記に言及した群であり
、さらに加えて、ｎ－トリデシル基、ｎ－テトラデシル基、ｎ－ヘキサデシル基またはｎ
－オクタデシル基である。
いずれかの炭素原子数２ないし６のアルコキシアルキル置換基は、例えばメトキシメチル
基、エトキシメチル基、プロポキシメチル基、第三ブトキシメチル基、エトキシエチル基
、エトキシプロピル基、ｎ－ブトキシエチル基、第三ブトキシエチル基、イソプロポキシ
エチル基またはプロポキシプロピル基である。
炭素原子数３ないし５のアルケニル基であるＧ17は、例えば１－プロペニル基、アリル基
、メタリル基、２－ブテニル基または２－ペンテニル基である。
炭素原子数７ないし９のアルアルキル基であるＧ17、Ｔ1 およびＴ2 は、特に、フェネチ
ル基または特にベンジル基である。Ｔ1 およびＴ2 がそれらが結合する炭素原子と一緒に
なってシクロアルカン環を形成する場合、これは例えばシクロペンタン、シクロヘキサン
、シクロオクタンまたはシクロドデカン環である。
炭素原子数２ないし４のヒドロキシアルキル基であるＧ17は、例えば２－ヒドロキシエチ
ル基、２－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキシブチル基または４－ヒドロキシブチル
基である。
炭素原子数６ないし１０のアリール基であるＧ17、Ｔ1 およびＴ2 は、特に、フェニル基
またはα－またはβ－ナフチル基であり、それらは未置換であるか、またはハロゲン原子
もしくは炭素原子数１ないし４のアルキル基で置換されていてよい。
炭素原子数２ないし１２のアルキレン基であるＧ17は、例えばエチレン基、プロピレン基
、２，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基、ヘキサメチレン基、オクタメチレ
ン基、デカメチレン基またはドデカメチレン基である。
炭素原子数４ないし１２のアルケニレン基であるＧ17は、特に２－ブテニレン基、２－ペ
ンテニレン基または３－ヘキセニレン基である。
炭素原子数６ないし１２のアリーレン基であるＧ17は、特に、ｏ－、ｍ－もしくはｐ－フ
ェニレン基、１，４－ナフチレン基または４，４’－ジフェニレン基である。
炭素原子数２ないし１２のアルカノイル基であるＤ”は、例えばプロピオニル基、ブチリ
ル基、オクタノイル基、ドデカノイル基を表すが、好ましくはアセチル基である。
炭素原子数２ないし１０のアルキレン基、炭素原子数６ないし１５のアリーレン基または
炭素原子数６ないし１２のシクロアルキレン基であるＤ’は、例えば（ｂ’）の下Ｄに対
して与えられた定義の一つである。
【００２５】
このクラスからのポリアルキルピペリジン化合物の例は、以下の化合物である：
５６）３－ベンジル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ［４
．５］デカン－２，４－ジオン
５７）３－ｎ－オクチル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチルスピロ
［４．５］デカン－２，４－ジオン
５８）３－アリル－１，３，８－トリアザ－１，７，７，９，９－ペンタメチルスピロ［
４．５］デカン－２，４－ジオン
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５９）３－グリシジル－１，３，８－トリアザ－７，７，８，９，９－ペンタメチルスピ
ロ［４．５］－デカン－２，４－ジオン
６０）１，３，７，７，８，９，９－ヘプタメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．
５］－デカン－２，４－ジオン
６１）２－イソプロピル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソスピロ［４．５］デカン
６２）２，２－ジブチル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３，８－ジアザ
－４－オキソスピロ［４．５］デカン
６３）２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソジ
スピロ［５．１．１１．２］ヘネイコサン
６４）２－ブチル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－４，８－ジアザ－３－
オキソスピロ［４．５］デセンおよび好ましくは
６５）８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメ
チルスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン
ならびに以下の式で表される化合物
【化２５】

【化２６】
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６９－ｂ）６０重量％の
【化２７】

と４０重量％の
【化２８】

との混合物。
【００２６】
（ｅ’）式（Ｉｅ）で表される化合物
【化２９】

〔式中、ｎ5 は数１または２を表し、およびＧ18は式
【化３０】
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（式中、ＧおよびＧ11は、（ａ’）の下で定義された意味を表し、およびＧ1 およびＧ2 

は水素原子、メチル基を表すかあるいは、一緒になって置換基＝Ｏを表し；
Ｅは－Ｏ－または－ＮＤ"'－を表し；
Ａは炭素原子数２ないし６のアルキレン基または－（ＣＨ2 ）3 －Ｏ－を表し；および
ｘ1 は数０ないし１を表し；
Ｄ"'は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表し；炭素原子数２ないし５の
ヒドロキシアルキル基または炭素原子数５ないし７のシクロアルキル基を表し；
Ｇ19はＧ18と同じであるか、基：－Ｎ（Ｇ21）（Ｇ22）、－ＯＧ23、－Ｎ（Ｈ）（ＣＨ2 

ＯＧ23）または－Ｎ（ＣＨ2 ＯＧ23）2 を表し；
ｎ5 ＝１である場合、Ｇ20はＧ18またはＧ19と同じであり、およびｎ5 ＝２である場合、
Ｇ20は基：－Ｅ－ＤIV－Ｅ－（式中、ＤIVは炭素原子数２ないし８のアルキレン基、また
は１もしくは２個の基：－ＮＧ21－で中断された炭素原子数２ないし８のアルキレン基を
表し；
Ｇ21は炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基または炭素
原子数１ないし４のヒドロキシアルキル基を表しまたは式
【化３１】

で表される基を表し；
Ｇ22が炭素原子数１ないし１２のアルキル基、シクロヘキシル基、ベンジル基または炭素
原子数１ないし４のヒドロキシアルキル基を表しおよび
Ｇ23は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基またはフェニル基、またはＧ21お
よびＧ22は一緒になって炭素原子数４ないし５のアルキレン基または炭素原子数４ないし
５のオキサアルキレン基、例えば－ＣＨ2 ＣＨ2 －Ｏ－ＣＨ2 ＣＨ2 －または式－ＣＨ2 

ＣＨ2 －Ｎ（Ｇ11）－ＣＨ2 ＣＨ2 －で表される基を表す。〕。
【００２７】
式（Ｉｅ）で表される幾つかの変形のうちある種の例を以下に示す。
いずれかの炭素原子数１ないし１２のアルキル置換基は、例えば、メチル基、エチル基、
ｎ－プロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、第三ブチル基、ｎ－ヘキシル基、ｎ－オ
クチル基、２－エチルヘキシル基、ｎ－ノニル基、ｎ－デシル基、ｎ－ウンデシル基また
はｎ－ドデシル基である。
いずれかのヒドロキシアルキル置換基は、例えば２－ヒドロキシエチル基、２－ヒドロキ
シプロピル基、３－ヒドロキシプロピル基、２－ヒドロキシブチル基または４－ヒドロキ
シブチル基である。
いずれかの炭素原子数５ないし７のシクロアルキル置換基は、例えばシクロペンチル基、
シクロヘキシル基またはシクロヘプチル基である。シクロヘキシル基が好ましい。
炭素原子数２ないし６のアルキレン基であるＡは、例えばエチレン基、プロピレン基、２
，２－ジメチルプロピレン基、テトラメチレン基またはヘキサメチレン基である。
Ｇ21およびＧ22は一緒になって、炭素原子数４ないし５のアルキレン基またはオキサアル
キレン基を表す場合、それらは例えば、テトラメチレン基、ペンタメチレン基または３－
オキサペンタメチレン基である。
【００２８】
このクラスからのポリアルキルピペリジン化合物の例は以下の式で表される化合物である
：
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【化３３】
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（式中、Ｒは
【化３４】

である。）
【化３５】

（式中、Ｒは化合物７４におけると同じ意味を表す。）
【化３６】

（式中、Ｒ’は
【化３７】
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【化３８】

（式中、Ｒ’は化合物７６と同じ意味を表す。）
【化３９】

【化４０】
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【００２９】
（ｆ’）式（Ｉｆ）で表される化合物：
【化４１】

（式中、Ｇ11は、（ａ’）の下に定義された意味を表す。）
【００３０】
このクラスからの好ましい例は以下の化合物である。
【化４２】

【００３１】
（ｇ’）その反復構造単位が２，２，６，６－テトラアルキルピペリジニル基を含むオリ
ゴマー化合物またはポリマー化合物、特に、ポリエステル、ポリエーテル、ポリアミド、
ポリアミン、ポリウレタン、ポリウレア、ポリアミノトリアジン、ポリ（メタ）アクリレ
ート、ポリ（メタ）アクリルアミドおよびそのような基を含むそれらのコポリマー。
このクラスからの２，２，６，６－ポリアルキルピペリジン化合物の例は、下記式で表さ
れる化合物であって、式中、ｍ1 ないしｍ14が２ないし約２００、好ましくは２ないし１
００、例えば２ないし５０、２ないし４０または３ないし４０または４ないし１０の数で
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ある化合物である。
以下に列挙するオリゴマーまたはポリマー化合物の自由原子価を飽和する末端基の意味は
、該化合物の製造に使用される工程に依存する。末端基はまた、さらに化合物の合成の後
に改質することもできる。
【００３２】
【化４３】

化合物８１および８２のうち、－Ｏ－に結合される末端基は、例えば水素原子、または基
：－ＣＯ－（ＣＨ2 ）2 －ＣＯＯ－Ｙまたは－ＣＯ－（ＣＨ2 ）4 －ＣＯＯ－Ｙで、各々
Ｙが水素原子または炭素原子数１ないし４のアルキル基であってよくおよびジアシル基に
結合される末端基は、例えば－Ｏ－Ｙまたは
【化４４】

で表される基である。
【００３３】
【化４５】
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化合物８３においては、アミノ残基に結合される末端基は、例えば基
【化４６】

であってよく、ジアシル残基に結合される末端基は、例えばＣｌである。
【００３４】
【化４７】

化合物８４－１および８４－２において、トリアジン残基に結合される末端基は、例えば
塩素または基
【化４８】
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であってよく、ジアミノ基に結合された末端基は、例えば水素原子または基
【化４９】

であってよい。この場合トリアジン基に結合している塩素原子を例えば－ＯＨまたはアミ
ノ基で置換することは都合がよい。適当なアミノ基は、代表的には、ピロリジン－１－イ
ル基、モルホリノ基、－ＮＨ2 、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2 および－Ｎ
Ｙ’（炭素原子数１ないし８のアルキル）（式中、Ｙ’は水素原子または式
【化５０】

で表される基を表す。）である。
【００３５】
【化５１】

化合物８５では、２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イルアミノ残基に結合
される末端基は、水素原子であってよく、および２－ヒドロキシプロピレン残基に結合さ
れる末端基は、例えば
【化５２】
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であってよい。
【００３６】
【化５３】

化合物８６中、－Ｏ－に結合される末端基は例えば、水素原子または
【化５４】

であってよくジアシル残基に結合される末端基は、例えば－ＯＣＨ3 またはＣｌであって
よい。
【００３７】
【化５５】

化合物８７では－Ｏ－に結合される末端基は例えば、水素原子または
【化５６】

であってよく、ジアシル残基に結合される末端基は、例えば－ＯＣＨ3 またはＣｌであっ
てよい。
【００３８】
【化５７】
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【化５８】

であってよく、ジアシル残基に結合される末端基は、例えば－ＯＣＨ3 またはＣｌであっ
てよい。
【００３９】
【化５９】

化合物８９では－ＣＨ2 －に結合される末端基は例えば、水素原子であってよく、および
エステル残基に結合される末端基は、例えば
【化６０】

であってよい。
【００４０】
【化６１】
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化合物９０では－ＣＨ2 －に結合される末端基は例えば、水素原子であってよく、および
エステル残基に結合される末端基は、例えば
【化６２】

であってよい。
【化６３】

化合物９１では－ＣＨ2 －に結合される末端基は例えば、水素原子であってよく、および
アミド残基に結合される末端基は、例えば
【化６４】

であってよい。
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【００４１】
【化６５】

化合物９２において、トリアジン残基に結合される末端基は、例えば塩素原子または基
【化６６】

であってよく、ジアミノ残基に結合された末端基は、例えば水素原子または基
【化６７】

であってよい。この場合トリアジン基に結合している塩素原子を例えば－ＯＨまたはアミ
ノ基で置換することは都合がよい。適当なアミノ基は、代表的には、ピロリジン－１－イ
ル基、モルホリノ基、－ＮＨ2 、－Ｎ（炭素原子数１ないし８のアルキル）2 および－Ｎ
Ｙ’（炭素原子数１ないし８のアルキル）（式中、Ｙ’は水素原子または式
【化６８】
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で表される基を表す。）である。
化合物９２に相当する好ましい化合物はまた、２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル基が１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル基に置換されているもの
である。
【００４２】
【化６９】

化合物９３において、ジアミノ残基に結合された末端基は、例えば水素原子であってよく
、および－ＣＨ2 ＣＨ2 －に結合される末端基は例えば
【化７０】

であってよい。
【００４３】
【化７１】

化合物９４において、ジアミノ残基に結合された末端基は、例えば水素原子であってよく
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【００４４】
【化７２】

（式中Ｒ”は式
【化７３】

で表される基または、枝分かれ鎖
【化７４】

を表し、Ｒ"'は式（９５－Ｉ）で表される基を表し、ｍ’15およびｍ”15は各々数０ない
し２００を、好ましくは０ないし１００を、特に０ないし５０を表し、但しｍ’15＋ｍ”

15は、数２ないし２００を、好ましくは２ないし１００を、特に２ないし５０を表す。化
合物９５では、ジアミノ残基に結合する末端基は、例えば水素原子を表し、および－ＣＨ

2 ＣＨ2 －で表される末端基は、例えばハロゲン原子、特にＣｌまたはＢｒであってよい
。
【００４５】
ポリマー化合物に対する他の例は、
１）　式（９６－Ｉ）または（９６－II）で表される化合物
【化７５】
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* は２ないし５０の数を表す。）

製造中、式（９６－Ｉ）および（９６－II）で表される化合物は混合物として一緒に得ら
れるので、従ってそのような状態で使用できる。（９６－Ｉ）：（９６－II）重量比は、
例えば２０：１ないし１：２０または１：１０ないし１０：１である。
式（９６－Ｉ）の化合物においては、窒素原子に結合される末端基は、例えば水素原子で
あってよく、および２－ヒドロキシプロピレン基に結合される末端基は例えば基：
【化７６】

である。
式（９６－II）の化合物においては、ジメチレン基に結合される末端基は、例えば－ＯＨ
であってよく、および酸素原子に結合される末端基は例えば水素原子であってよい。末端
基はまたポリエーテル基であってもよい。
【００４６】
２）　式（９７）で表される化合物
【化７７】
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（式中、Ｇ24、Ｇ25、Ｇ26、Ｇ27およびＧ28は、互いに独立して、直接結合または炭素原
子数１ないし１０のアルキレン基を表し、Ｇ11は上記（ａ’）の下で定義された意味を表
しおよびｍ17は数１ないし５０を表す。
【００４７】
式（９７）で表されるにおいては、＞Ｃ＝Ｏ基に結合される末端基は、例えば
【化７８】
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【化７９】

である。
好ましいものは以下の２つの化合物である：
【化８０】
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（式中、ｍ17の平均値は２．５である。）
【００４８】
３）　式（９８）で表される化合物
【化８１】

（式中、基ＲIVの約１／３は－Ｃ2 Ｈ5 を表し、残りは基
【化８２】
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を表しおよびｍ18は２ないし２００、好ましくは２ないし１００、特に２ないし５０の範
囲の数である。）。
化合物（９８）中、－ＣＨ2 －残基に結合される末端基は、例えば水素原子でありおよび
－ＣＨ（ＣＯ2 Ｒ

IV）－残基に結合される末端基は例えば、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯＲIVで
ある。
【００４９】
４）　式（９９）で表される化合物
【化８３】

〔式中、Ｇ11は上記（ａ’）で定義された意味を表し、Ｇ29およびＧ32は、互いに独立し
て、直接結合または基：－Ｎ（Ｘ1 ）－ＣＯ－Ｘ2 －ＣＯ－Ｎ（Ｘ3 ）－（基中、Ｘ1 お
よびＸ3 は、互いに独立して、水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子
数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアル
キル基または式（９９－１）
【化８４】

で表される基を表しおよびＸ2 は直接結合または炭素原子数１ないし４のアルキレン基を
表す。）を表し；Ｇ30、Ｇ31、Ｇ34およびＧ35は互いに独立して、水素原子、炭素原子数
１ないし３０のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基またはフェニル
基を表し、Ｇ33は水素原子、炭素原子数１ないし３０のアルキル基、炭素原子数５ないし



(38) JP 4950371 B2 2012.6.13

10

20

30

40

１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、フェニル基また
は式（９９─１）で表される基を表し；およびｍ19は１ないし５０の数である。〕。
式（９９）で表される化合物において、２，５－ジオキソピロリジン環に結合される末端
基は、例えば水素原子であってよく、－Ｃ（Ｇ34）（Ｇ35）－に結合される基は、例えば
【化８５】

で表される基である。
式（９９）で表される化合物の例は以下のものである。
【化８６】

【化８７】
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（式中、Ｇ11は水素原子またはメチル基を表し、およびｍ19は数１または２５を表す。）
【００５０】
５）式（１００ａ）で表されるポリアミンと塩化シアヌルとの反応により得られる反応中
間体を式（１００ｂ）で表される化合物と反応させることにより得られる生成物
【化８８】

（式中、ｍ’20、ｍ”20およびｍ"'20は、互いに独立して、２ないし１２の数を表し、Ｇ

36は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロ
アルキル基、フェニル基または炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基を表し；およ
び
Ｇ11は上記（ａ’）の下で定義された意味を表す。）。好ましい生成物は、ケミカルアブ
ストラクツ－ＣＡＳ　Ｎｏ．１３６５０４－９６－６（化合物１００－Ａ）である。
一般に上記反応生成物は、例えば、下式１００－１、１００－２または１００－３で表さ
れる化合物によって示すことができる。これらの３つの化合物の混合物の形態であっても
よい。
【化８９】
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【化９２】
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である。上記式（１００－１）ないし（１００－３）中、ｍ20は好ましくは１ないし２０
である。
【００５１】
６）式（１０１）で表される化合物
【化９５】
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（式中、Ｇ11は上記（ａ’）の下で定義された意味を表し、Ｇ37は炭素原子数１ないし１
０のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数１ないし４の
アルキル基で置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、フェニル基または
炭素原子数１ないし１０のアルキル基で置換されたフェニル基を表し；Ｇ38は炭素原子数
３ないし１０のアルキレン基を表しおよび
ｍ21は数１ないし５０を表す。）。
式（１０１）で表される化合物において、珪素原子に結合される末端基は、例えば（Ｇ37

）3 Ｓｉ－Ｏ－であり、および酸素原子に結合される末端基は例えば－Ｓｉ（Ｇ37）3 で
ある。
式（１０１）で表される化合物はまた、ｍ21が３ないし１０の数である場合、環状化合物
の形態であってもよく、即ち、自由原子価が直接結合を形成する構造式に示される。
式（１０１）で表される化合物の例は
【化９６】

（式中、ｍ21が１ないし２０の数である。）である。
【００５２】
上記に示した、オリゴマー化合物およびポリマー化合物におけるアルキル基の例はメチル
基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル
基、第三ブチル基、２－エチルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチル
ペンチル基、１，３－ジメチルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－
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チル基、３－メチルヘプチル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－
トリメチルヘキシル基、１，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基
、ウンデシル基、１－メチルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキ
サメチルヘキシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基
、ヘプタデシル基、オクタデシル基、エイコシル基およびドコシル基であり；シクロアル
キル基の例はシクロペンチル基、シクロヘキシル基、シクロヘプチル基およびシクロオク
チル基であり、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基の例はベンジル基であり；お
よびアルキレン基の例はエチレン基、プロピレン基、トリメチレン基、テトラメチレン基
、ペンタメチレン基、２，２－ジメチルトリメチレン基、ヘキサメチレン基、トリメチル
ヘキサメチレン基、オクタメチレン基およびデカメチレン基である。
【００５３】
（ｈ’）式（Ｉｈ）で表される化合物
【化９７】

（式中、ｎ6 は１または２の数であり、ＧおよびＧ11は（ａ’）の下に定義された意味を
表し、およびＧ14は（ｂ’）の下に定義された意味を表すが、Ｇ14は－ＣＯＮＨ－Ｚおよ
び－ＣＨ2 －ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2 －Ｏ－Ｄ－Ｏ－を表すことができない。）。
このような化合物の例は以下のものである。
【化９８】
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【００５４】
（ｉ’）　式（Ｉｉ）で表される化合物
【化９９】

〔式中、基Ｇ39は、互いに独立して、式（Ｉｉ－１）
【化１００】

（基中、Ｇ40は炭素原子数１ないし１２のアルキル基または炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキル基を表し、Ｇ41は炭素原子数２ないし１２のアルキレン基を表しおよびＧ42

は水素原子、炭素原子数１ないし８のアルキル基、－Ｏ・、－ＣＨ2 ＣＮ、炭素原子数３
ないし６のアルケニル基、炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基、フェニル基にお
いて炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換された炭素原子数７ないし９のフェ
ニルアルキル基、または炭素原子数１ないし８のアシル基を表す。）で表される基を表す
。〕。
アルキル基は例えば炭素原子数１ないし４のアルキル基、特にメチル基、エチル基、プロ
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ピル基またはブチル基である。
シクロアルキル基は好ましくはシクロヘキシル基である。
アルキレン基は例えば、エチレン基、プロピレン基、トリメチレン基、テトラメチレン基
、ペンタメチレン基、２，２－ジメチルトリメチレン基またはヘキサメチレン基である。
アルケニル基は好ましくはアリル基である。
フェニルアルキル基は好ましくはベンジル基である。
アシル基は好ましくはアセチル基である。
このクラスからの化合物の例は、以下の式で表される化合物である。
【化１０１】

【００５５】
立体障害性アミン化合物（化合物（Ａ））は好ましくは上記化合物１ないし１０６のうち
の一つである。化合物５、１０、１３、１４、２４、２５、３６－ａ、３６－ｂ、３６－
ｄ、４９－ａ－Ｉ、４９－ｅ、６３、７５、７６、８０－ａ、８１、８４－１、８４－２
、９２、９３、９６－Ｉ、９６－II、９７－Ｉ、９７－II、９９－Ｉ、１００－Ａ、１０
１－Ｉ、１０５および１０６が興味深い。
化合物１３、１４、３６－ａ、３６－ｂ、３６－ｄ、７６、８１、８４－１、９６－Ｉ、
９６－II、１００－Ａ、１０１－Ｉ、１０５および１０６は好ましい。化合物１３、１４
、３６－ａ、３６－ｂ、３６－ｄ、８１、８４－１、９６－Ｉ、９６－II、１００－Ａ、
１０１－Ｉ、１０５および１０６は特に好ましい。
【００５６】
カルシウムの有機塩の例はステアリン酸カルシウム、ラウリン酸カルシルム、乳酸カルシ
ウムおよびカルシウムステアロイルラクテートである。
カルシウムの無機塩の例はＣａＯおよびＣａ（ＯＨ）2 である。
【００５７】
成分（Ｃ）で表される定義される亜鉛またはマグネシウムの有機塩は、好ましくは式：Ｍ
ｅＬ2 （式中、Ｍｅは亜鉛またはマグネシウムを表しおよびＬは有機酸またはエノールの
アニオンを表す。）で表される化合物である。有機酸は、例えばスルホン酸、スルフィン
酸、ホスホン酸またはホスフィン酸であるが、好ましくはカルボン酸である。酸は、脂肪
族、芳香族、芳香脂肪族または脂環式であってよく、直鎖または枝分かれしてよく、ヒド
ロキシル基またはアルコキシ基で置換されてよく、飽和または不飽和であってよく、好ま
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しくは１ないし２４個の炭素原子数を含んでいてよい。
【００５８】
このタイプのカルボン酸は蟻酸、酢酸、プロピオン酸、酪酸、イソ酪酸、カプロン酸、２
－エチルカプロン酸、カプリル酸、カプリン酸、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸、ベヘン酸、オレイン酸、乳酸、リシノール酸、２－エトキシプロピオン酸、安息香酸
、サリチル酸、４－ブチル安息香酸、トルイル酸、４－ドデシル安息香酸、フェニル酢酸
、ナフチル酢酸、シクロヘキサンカルボン酸、４－ブチルシクロヘキサンカルボン酸また
はシクロヘキシル酢酸である。カルボン酸はまたカルボン酸の工業的混合物（technical 
mixture)であってよく、例えば脂肪酸の工業的混合物またはアルキル化安息香酸の混合物
の工業的混合物である。
【００５９】
硫黄および燐を含む有機酸の例は、メタンスルホン酸、エタンスルホン酸、α，α－ジメ
チルエタンスルホン酸、ｎ－ブタンスルホン酸、ｎ－ドデカンスルホン酸、ベンゼンスル
ホン酸、トルエンスルホン酸、４－ノニルベンゼンスルホン酸、４－ドデシルベンゼンス
ルホン酸またはシクロヘキサンスルホン酸、ドデカンスルフィン酸、ベンゼンスルフィン
酸またはナフタレンスルフィン酸、ブチルホスホン酸、フェニルホスホン酸、モノメチル
またはモノエチルフェニルホスホネート、モノブチルベンジルホスホネート、ジブチルホ
スフィン酸、またはジフェニルホスフィン酸である。
【００６０】
Ｌがエノレートアニオンの場合、それは好ましくはβ－ジカルボニル化合物のアニオンま
たはｏ－アシルフェノールのアニオンである。β－ジカルボニル化合物の例はアセチルア
セトン、ベンゾイルアセトン、ジベンゾイルメタン、エチルアセトアセテート、ブチルア
セトアセテート、ラウリルアセトセテートまたはαアセチルシクロヘキサノンである。ｏ
－アシルフェノールの例は、２－アセチルフェノール、２－ブチロイルフェノール、２－
アセチル－１－ナフトール、２－ベンゾイルフェノールまたはサリチルアルデヒドである
。エノレートは好ましくは炭素原子数５ないし２０のβ－ジカルボニル化合物のアニオン
である。
【００６１】
亜鉛またはマグネシウムの有機塩は好ましくは、アセチルアセトネートまたは例えば炭素
原子数１ないし２４の、脂肪族モノカルボキシレートである。酢酸マグネシウム、ラウリ
ン酸マグネシウムおよびステアリン酸マグネシウム、蟻酸亜鉛、酢酸亜鉛、亜鉛エナンテ
ート、ラウリン酸亜鉛およびステアリン酸亜鉛並びに亜鉛アセチルアセトネートおよびマ
グネシウムアセチルアセトネートは特別に好ましい例のいくつかである。
【００６２】
ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウム、ラウリン酸亜鉛、ラウリン酸マグネシウ
ム、亜鉛アセチルアセトネート、マグネシウムアセチルアセトネート、酢酸亜鉛および酢
酸マグネシウムは特に興味深いものである。
【００６３】
亜鉛またはマグネシウムの無機塩は例えば、酸化亜鉛、酸化マグネシウム、水酸化亜鉛、
水酸化マグネシウム、または以下の化合物：
・亜鉛－ヒドロキシド－カーボネート、マグネシウム－ヒドロキシド－カーボネート、ド
ロマイト例えば登録商標Ｍｉｃｒｏ　Ｍｉｎｅｒａｌｓ社からの登録商標Ｍｉｃｒｏｄｏ
ｌ　ＳｕｐｅｒのようなＣａ／Ｍｇカーボネート；または
・天然または合成ヒドロタルサイト
を含む炭酸塩である。
天然ヒドロタルサイトは構造式：Ｍｇ6 Ａｌ2 （ＯＨ）16ＣＯ3 ・４Ｈ2 Ｏを有して保持
されるものである。
合成ヒドロタルサイトの代表的な実験式は：
Ａｌ2 Ｍｇ4.35ＯＨ11.36 ＣＯ3(1.67) ・ｘＨ2 Ｏである。
合成生成物の例は
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Ｍｇ0.7 Ａｌ0.3 （ＯＨ）2 （ＣＯ3 ）0.15・０．５４Ｈ2 Ｏ
Ｍｇ4.5 Ａｌ2 （ＯＨ）13ＣＯ3 ・３．５Ｈ2 Ｏまたは
Ｍｇ4.2 Ａｌ（ＯＨ）12.4ＣＯ3 を含む。
好ましい合成ヒドロタルサイトはＲＥＨＥＩＳ社からの登録商標Ｌ－５５ＲIIならびに協
和化学工業からの登録商標ＺＨＴ－４Ａおよび登録商標ＤＨＴ－４Ａである。
【００６４】
本発明の好ましい実例は成分（Ｃ）がヒドロタルサイト、ドロマイト、亜鉛－ヒドロキシ
ド－カーボネート、マグネシウム－ヒドロキシド－カーボネート、酸化亜鉛、酸化マグネ
シウム、水酸化亜鉛、水酸化マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、ステアリン酸マグネシウ
ム、ラウリン酸亜鉛、ラウリン酸マグネシウム、亜鉛－アセチルアセトネート、マグネシ
ウム－アセチルアセトネート、酢酸亜鉛または酢酸マグネシウムである、安定剤混合物に
関する。
【００６５】
以下の成分（Ｂ）および（Ｃ）で表される組合せが特に好ましい：
・酸化カルシウムおよびステアリン酸マグネシウム
・酸化カルシウムおよびステアリン酸亜鉛
・酸化カルシウムおよびヒドロタルサイト（登録商標ＤＨＴ－４Ａ）
・水酸化カルシウムおよびステアリン酸マグネシウム
・水酸化カルシウムおよびステアリン酸亜鉛
【００６６】
本発明のさらに好ましい実例は
（Ｄ１）顔料
（Ｄ２）紫外線吸収剤、または
（Ｄ３）顔料および紫外線吸収剤
をさらに含む安定剤混合物に関するものである。
【００６７】
顔料は（成分（Ｄ１））は無機または有機顔料である。
無機顔料の例は二酸化チタン、酸化亜鉛、カーボンブラック、硫化カドミウム、セレン化
カドミウム、酸化クロム、酸化鉄、酸化鉛等である。
有機顔料の例はアゾ顔料、アントラキノン、フタロシアニン、テトラクロロイソインドリ
ノン、キナクリドン、イソインドリン、ペリレン、ピロロピロール〔例えばピグメントレ
ッド２５４（Pigment Red 254)〕等を表す。
"Gachter/Muller ：Plastics Additives Handbook （プラスチック添加剤ハンドブック）
, 第３版，Hanser出版, ミュンヘン　ウイーン　ニューヨーク, 第647 ないし659 頁、11
.2.1.1ないし11.2.4.2の部分に記載される全ての顔料が成分（Ｄ１）として使用できる。
特に好ましい顔料は、所望により有機顔料と組み合わせる二酸化チタンである。
このような有機顔料の例は：
Ｃ．Ｉ．（カラーインデックス（Color Index)) ピグメントイエロー（Pigment Yellow) 
９３、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー９５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１３８、Ｃ．Ｉ．
ピグメントイエロー１３９、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１５５、Ｃ．Ｉ．ピグメントイ
エロー１６２、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１６８、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０
、Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド　４４、Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド１７０、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２０２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２１
４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２５４、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド２６４，Ｃ．Ｉ．ピグ
メントレッド２７２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４８：２、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド４
８：３、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５３：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド５７：１、Ｃ．
Ｉ．ピグメントグリーン（Pigment Green)７、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー（Pigment Blue
) １５：１、Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３およびＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット
（Pigment Violet) １９である。
【００６８】
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紫外線吸収剤の例（成分（Ｄ２））は２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾ
ール、２－ヒドロキシベンゾフェノン、置換または非置換安息香酸エステル、アクリレー
ト、オキサミド、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン、レゾルシ
ノールまたはホルムアミジンのモノベンゾエートである。
【００６９】
２－( ２′－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリアゾールは例えば、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－５’－（１，１，３，３－テトラメチルブチル) フェニル）ベ
ンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾト
リアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５－クロロベン
ゾトリアゾール、
２－（３’－第二ブチル－５’－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリア
ゾール、
２－（２’－ヒドロキシ－４’－オクチルオキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ジ－第三アミル－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’，５’－ビス（α，α－ジメチルベンジル）－２’－ヒドロキシフェニル）ベ
ンゾトリアゾール；
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２’－オクチルオキシカルボニル
エチル）フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）－５－クロロベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－メトキシカルボニルエチル）
フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－オクチルオキシカルボニルエ
チル）フェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－５’－［２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル
］－２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３－ドデシル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）ベンゾトリアゾール、
２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－（２－イソオクチルオキシカルボニ
ルエチル）フェニルベンゾトリアゾールの混合物、
２，２’－メチレン－ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾ
トリアゾール－２－イルフェノール］；または２－［３’－第三ブチル－５’－（２－メ
トキシカルボニルエチル）－２’－ヒドロキシフェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾールと
ポリエチレングリコール３００とのエステル交換生成物；［Ｒ－ＣＨ2 ＣＨ2 －ＣＯＯ（
ＣＨ2 ）3 －］2 －（式中，Ｒ＝３’－第三ブチル－４’－ヒドロキシ－５’－２Ｈ－べ
ンゾトリアゾール－２－イル－フェニルである。）である。
２－（３’，５’－ジ－第三ブチル－２’－ヒドロキシフェニル）－５－クロロベンゾト
リアゾール、２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルフェニル）－５
－クロロ－ベンゾトリアゾールおよび２－（３’，５’－ジ第三ブチルアミル－２’－ヒ
ドロキシフェニル）－ベンゾトリアゾールが好ましい。
【００７０】
２－ヒドロキシ－ベンゾフェノンは、例えば
４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オクチルオキシ－、４－デシルオキシ－、４－
ドデシルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、４，２′，４′－トリヒドロキシ－または２
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′－ヒドロキシ－４，４′－ジメトキシ誘導体である。
２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾフェノンが好ましい。
【００７１】
置換されたおよび非置換の安息香酸のエステルは、例えば
４－第三ブチルフェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフェニルサリチ
レート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾルシノー
ル、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチ
ル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートま
たは２－メチル－４，６－ジ第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンゾエートである。
２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート
およびヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエートが好ましい。
【００７２】
アクリレートは、例えば
エチルα－シアノ－β, β－ジフェニルアクリレート、
イソオクチルα－シアノ－β, β－ジフェニルアクリレート、
メチルα－カルボメトキシシンナメート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ
シンナメート、
ブチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナメート、
メチルα－カルボメトキシ－ｐ－メトキシシンナメート、または
Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル) －２－メチルインドリンである。
【００７３】
オキサミドは、例えば４，４′－ジ－オクチルオキシオキサニリド、２，２′－ジエトキ
シオキシアニリド、２，２′－ジ－オクチルオキシ－５，５′－ジ－第三ブチルオキサニ
リド、２，２′－ジ－ドデシルオキシ－５，５′－ジ－第三ブチルオキサニリド、２－エ
トキシ－２′－エチルオキサニリド、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、
２－エトキシ－５－第三ブチル－２′－エトキシオキサニリドおよび該化合物と２－エト
キシ－２′－エチル－５，４′－ジ－第三ブチル－オキサニリドとの混合物，ｏ－および
ｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合物およびｏ－およびｐ－エトキシ－二置換オキ
サニリドの混合物である。
【００７４】
２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンは、例えば２，４，６－トリ
ス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
１，３，５－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル) －４，６－ビス（４－メチルフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ドデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル) －４，６－ビス（２，４－ジメ
チルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニ
ル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－オクチルオキシ－プロピルオキシ）
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フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、
２－［４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒ
ドロキシ－フェニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリ
アジン、
２－［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－３－ドデシルオキシ－プロポキシ）フェ
ニル］－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，
５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシ－４－メトキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－ト
リアジン、
２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキ
シ）フェニル］－１，３，５－トリアジン、
２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル）－６－フェニル－１，
３，５－トリアジンである。
２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチ
ルフェニル）－１，３，５－トリアジンおよび２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキ
シ）フェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジンが好ましい。
【００７５】
レゾルシノールのモノベンゾエートは例えば式
【化１０２】

で表される化合物である。
ホルムアミジンは例えば式
【化１０３】

で表される化合物である。
紫外線吸収剤は特に、２－（２’－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－ヒド
ロキシベンゾフェノンまたはヒドロキシフェニルトリアジンである。
【００７６】
本発明による安定剤混合物は光、熱または酸化により誘発される崩壊に対してポリオレフ
ィンを安定化するために有益である。適当なポリオレフィンの例は以下に示すものである
。
【００７７】
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブト－１－エン、ポリ－４－メチルペント－１－エン、ポリイソプレンまた
はポリブタジエン、ならびにシクロオレフィン例えばシクロペンテンまたはノルボルネン
のポリマー、（所望により架橋結合できる）ポリエチレン、例えば高密度ポリエチレン（
ＨＤＰＥ）、高密度および高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度および超
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高分子ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度
ポリエチレン（ＬＤＰＥ）および線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、枝分れ低密度
ポリエチレン（ＢＬＤＰＥ）。
【００７８】
ポリオレフィン、すなわち先の段落中で例示したようなモノオレフィンのポリマー、好ま
しくはポリエチレンおよびポリプロピレンは種々の方法、特に以下の方法により製造でき
る：
ａ）（通常、高圧および高温においての）ラジカル重合
ｂ）通常周期表のIVｂ、Ｖｂ、VIｂまたはVIII属の金属の１個以上を含む触媒を使用する
触媒重合。これらの金属は通常、π－配位またはσ－配位のどちらか一方が可能な、例え
ば酸化物、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アル
ケニルおよび／またはアリールのような配位子の１つ以上を持つ。これら金属錯体は遊離
型であるか例えば活性化塩化マグネシウム、塩化チタン（III)、酸化アルミニウムまたは
酸化珪素のような支持体に固定化していてよい。これらの触媒は重合媒体中に可溶または
不溶であってよい。触媒はそれ自体重合において使用でき、または、例えば金属アルキル
、金属水素化物、金属アルキルハライド、金属アルキル酸化物または金属アルキルオキサ
ン（該金属は周期表のIa、IIa および／またはIIIa属の元素である。）のような別の活性
剤が使用できる。活性剤は都合良くは、他のエステル、エーテル、アミンもしくはシリル
エーテル基により改良され得る。
これら触媒系は通常フィリップス(Phillips)、スタンダードオイルインディアナ(Standar
d Oil Indiana)、チグラー（－ナッタ）〔Ziegler-(Natta) 〕、ＴＮＺ〔デュポン社(Dup
ont)〕、メタロセンまたはシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と称されるものである。
【００７９】
２．　１．に記載したポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）およびポリエチレンの種々のタイプの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００８０】
３．モノオレフィンとジオレフィン相互または他のビニルモノマーとのコポリマー、例え
ばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）およびその
低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブト－１－エンコポリマー、
プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブト－１－エンコポリマー、エチレン
／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテンコポ
リマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イソブチ
レン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチレン／
アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／ビニルアセテートコポリマーおよびそれ
らコポリマーと一酸化炭素のコポリマーまたはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそ
れらの塩類（アイオノマー）およびエチレンとプロピレンとジエン例えばヘキサジエン、
ジシクロペンタジエンまたはエチリデン－ノルボルネンのようなものとのターポリマー；
ならびに前記コポリマー相互の混合物および１．に記載したポリマーとの混合物、例えば
ポリプロピレン／エチレン－プロピレン－コポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－ビニルアセ
テート（ＥＶＡ）コポリマー、ＬＤＰＥ／エチレンアクリル酸（ＥＡＡ）コポリマー、Ｌ
ＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡならびに交互またはランダムポリアルキレン／一
酸化炭素－コポリマー；ならびに他のポリマーとこれらの混合物、例えばポリアミド。
【００８１】
従って本発明はまた、ポリオレフィンおよび本明細書で記載された安定剤混合物を含む組
成物、ならびに光、熱または酸化により誘発される崩壊に対してポリオレフィンを安定化
するための方法であって、前記ポリオレフィンに前記安定剤混合物を混合することからな
る方法に関する。
【００８２】
第１項の下に上記に列挙されたポリオレフィンが好ましい。ポリエチレンおよびポリプロ
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ピレンならびにポリエチレンコポリマーまたはポリプロピレンコポリマーが特に好ましい
。
【００８３】
さらに本発明はポリオレフィンと；
（Ａ）　上記で定義された化合物１３、１４、３６－ａ、３６－ｂ、３６－ｄ、９６－Ｉ
、９６－II、１００－Ａ、１０１－Ｉ、１０５および１０６よりなる群から選択される立
体障害性アミン化合物；
（Ｂ）カルシウムの有機塩特にステアリン酸カルシウム、またはカルシウムの無機塩；お
よび
（Ｃ）マグネシウムの有機塩、マグネシウムの無機塩、亜鉛の有機塩または亜鉛の無機塩
を含む安定剤混合物とからなる組成物であって；但し、安定剤混合物の成分（Ａ）が化合
物９６－Ｉ、９６－IIまたは１００－Ａである場合、ポリオレフィンがポリプロピレンで
ある組成物に関する。
【００８４】
成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および所望により（Ｄ１）および／または（Ｄ２）は、ポリ
オレフィンに個別に、あるいは互いを混合して添加してよい。
【００８５】
立体障害性アミン化合物（成分（Ａ））は、ポリオレフィンの重量に関し好ましくは０．
０１ないし５％、特に０．０１ないし１％または０．０５ないし１％の量でポリオレフィ
ン中に存在する。
Ｃａの有機または無機塩（成分（Ｂ））は、ポリオレフィンの重量に関し好ましくは０．
００５ないし５％、特に０．０２ないし０．５％の量でポリオレフィン中に存在する。
ＺｎまたはＭｇの有機または無機塩（成分（Ｃ））は、ポリオレフィンの重量に関し好ま
しくは０．０１ないし５％、特に０．０５ないし０．５％の量でポリオレフィン中に存在
する。
【００８６】
顔料（成分（Ｄ１））は、ポリオレフィンの重量に関し好ましくは０．０１ないし１０％
、特に０．０５ないし１％の量で、所望によりポリオレフィン中に存在する。
紫外線吸収剤（成分（Ｄ２））は、ポリオレフィンの重量に関し好ましくは０．０１ない
し１％、特に０．０５ないし０．５％の量で、所望によりポリオレフィン中に存在する。
成分（Ｄ３）（紫外線吸収剤と組合わせる顔料）の総量は好ましくは、有機材料の重量に
関し好ましくは０．０１ないし１０％である。紫外線吸収剤対顔料の重量比は例えば２：
１ないし１：１０である。
使用される顔料が、上に記載した有機顔料と組合わせる二酸化チタンである場合、二酸化
チタンは好ましくは有機材料の重量に関し好ましくは０．０１ないし５％の量で有機材料
中に存在し、ならびに該有機顔料は例えば有機材料の重量に関して０．０１ないし２％で
存在できる。
成分（Ａ）：（Ｂ）の重量比は好ましくは２０：１ないし１：５である。
成分（Ａ）：（Ｃ）の重量比は好ましくは２０：１ないし１：５である。
成分（Ａ）：（Ｄ１）の重量比は好ましくは１０：１ないし１：１０である。
成分（Ａ）：（Ｄ２）の重量比は好ましくは２０：１ないし１：２である。
成分（Ａ）：（Ｄ３）の重量比は好ましくは１０：１ないし１：１０である。
【００８７】
上記の成分は、例えば成形前または成形中に公知の方法でまたはポリオレフィンに溶解し
たもしくは分散させた化合物を塗布し、必要ならば次いで溶媒を蒸発させることによりポ
リオレフィンに混合できる。成分は粉末、粒状物または例えば２．５ないし２５重量％の
濃度でこれらの成分を含むマスターバッチの形態でポリオレフィンに添加できる。
所望ならば成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および任意に（Ｄ１）および／または（Ｄ２）は
ポリオレフィンに混合する前に互いにブレンドした溶融物であることも可能である。それ
らはポリオレフィンに、重合前にまたは重合中にまたは架橋の前に添加できる。
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本発明により安定化されるポリオレフィンは、例えば、フィルム、繊維、テープ、成形組
成物、形材として、あるいは、塗料、接着剤もしくはパテ用のバインダーとして広く多様
な形態で使用できる。
【００８８】
安定化されるポリオレフィンはまた、種々の慣用の添加剤をさらに含むことができる。そ
れらの例を以下に示す。
１．酸化防止剤
１．１　アルキル化モノフェノール、例えば
２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェノール、
２－第三ブチル－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－エチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－イソブチルフェノール、
２，６－ジ－シクロペンチル－４－メチルフェノ－ル、
２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノ－ル、
２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメチルフェノール、
直鎖のまたは側鎖に枝分かれしているノニルフェノール例えば２，６－ジノニル－４－メ
チルフェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチル－ウンデシ－１′－イル）－フ
ェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチル－ヘプタデシ－１′－イル）－フェノ
ール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチル－トリデシ－１′－イル）－フェノールお
よびそれらの混合物。
【００８９】
１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば２，４－ジ－オクチルチオメチル－６－
第三ブチルフェノール、２，４－ジ－オクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２，
４－ジ－オクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル
－４－ノニルフェノール。
【００９０】
１．３　ヒドロキノンとアルキル化ヒドロキノン、例えば
２，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシフェノール、
２，５－ジ－第三ブチル－ヒドロキノン、
２，５－ジ－第三－アミル－ヒドロキノン、
２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、
２，６－ジ－第三ブチル－ヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニ
ソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シフェニル）アジペート。
【００９１】
１．４　トコフェロール、例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－トコ
フェロール、δ－トコフェロールおよびそれらの混合物（ビタミン　Ｅ）。
【００９２】
１．５　ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば
２，２′－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２′－チオビス（４－オクチルフェノール）、
４，４′－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノール）、
４，４′－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４′－チオ－ビス
（３，６－ジ－第二－アミルフェノール）、４，４′－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒ
ドロキシフェニル）－ジスルフィド。
【００９３】
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１．６　アルキリデンビスフェノール、例えば
２，２′－メチレン－ビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２′－メチレン－ビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、
２，２′－メチレン－ビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール
］、
２，２′－メチレン－ビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、
２，２′－メチレン－ビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、
２，２′－メチレン－ビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
２，２′－エチリデン－ビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
２，２′－エチリデン－ビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、
２，２′－メチレン－ビス [６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール] 、
２，２′－メチレン－ビス [６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール
] 、
４，４′－メチレン－ビス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
４，４′－メチレン－ビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
２，６－ビス（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフ
ェノール、
１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデ
シルメルカプトブタン、
エチレングリコールビス［３，３－ビス（３′－第三ブチル－４′－ヒドロキシフェニル
）ブチレート] 、
ビス（３－第三ブチル－４ーヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、
ビス［２－（３′－第三ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルベンジル）－６－第三
ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、
１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（５－第三ブ
チル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１
，１，５，５－テトラ－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペン
タン。
【００９４】
１．７．　Ｏ－、Ｎ－およびＳ－ベンジル化合物、例えば
３，５，３′，５′－テトラ－第三ブチル－４，４′－ジヒドロキシジベンジルエーテル
、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチルベンジル－メルカプトアセテート、
トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルメルカプトアセテート、
トリス－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－アミン、ビス（４－第
三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－ジチオテレフタレート、ビス
（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－スルフィド、イソオクチル－３
，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－メルカプトアセテート。
【００９５】
１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えば
ジオクタデシル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル）－
マロネート、ジ－オクタデシル－２－（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベ
ンジル）－マロネート、ジ－ドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－マロネート、ビス［４－（１，１，３，３－テト
ラメチルブチル）－フェニル］－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンジル）－マロネート。
【００９６】
１．９．　ヒドロキシベンジル芳香族化合物、例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ
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－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、
１，４－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－
テトラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジル）－フェノール。
【００９７】
１．１０．トリアジン化合物、例えば、
２，４－ビス－オクチルメルカプト－６－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシア
ニリノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニ
リノ）－１，３，５－トリアジン、
２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ノキシ）－１，３，５－トリアジン、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，
３－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－イソシアヌ
レート、
１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）－
イソシアヌレート、
２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルエチル）－１，
３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）
－ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、
１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）－イソシア
ヌレート。
【００９８】
１．１１．　べンジルホスホネート、例えばジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒ
ドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ルホスホネート、ジオクタデシル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベンジ
ルホスホネート、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸モノエチ
ルエステルのＣａ塩。
【００９９】
１．１２．　アシルアミノフェノール、例えば
４－ヒドロキシラウルアニリド、
４－ヒドロキシステアリルアニリド、
オクチルＮ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【０１００】
１．１３．　β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
下記の一価または多価アルコールとのエステル、該アルコールは例えば、メタノール、エ
タノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサン
ジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、
ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチ
レングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート
、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３
－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－
ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オク
タン。
【０１０１】
１．１４．　β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、該アルコールは例えば、メタノール
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、エタノール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキ
サンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオー
ル、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリ
エチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレ
ート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール
、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、
４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］
オクタン。
【０１０２】
１．１５．　β－（３，５－ジ－シクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン
酸の下記の一価または多価アルコールとのエステル、該アルコールは例えば、メタノール
、エタノール、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－
ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコ
ール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペ
ンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（
ヒドロキシエチル）シュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノ
ール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－
１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１０３】
１．１６．　３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の下記の一価または
多価アルコールとのエステル、該アルコールは例えば、メタノール、エタノール、オクタ
ノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチ
レングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレン
グリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、
トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）シ
ュウ酸ジアミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキ
サンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６
，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【０１０４】
１．１７．　β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、
例えばＮ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル
）ヘキサメチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリ
メチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒド
ラジン。
【０１０５】
１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【０１０６】
１．１９．アミン系酸化防止剤、例えば
Ｎ，Ｎ′－ジイソプロピル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－第二ブチル－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス－（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジア
ミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（１－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジシクロ
ヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ′－
フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ′－フェニル
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニ
レンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（
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ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ′－ジメチル－Ｎ，Ｎ′－第二
ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４
－イソプロポキシジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－第
三オクチルフェニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オク
チル化ジフェニルアミン、例えばｐ，ｐ′－ジ第三ブチル－オクチルジフェニルアミン、
４－ｎ－ブチルアミノフェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミ
ノフェノール、４－ドデカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノ
ール、ビス（４－メトキシフェニル）アミン、２，６－ジ第三ブチル－４－ジメチルアミ
ノメチルフェノール、２，４′－ジアミノジフェニルメタン、４，４′－ジアミノジフェ
ニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラメチル－４，４′－ジアミノジフェニルメタン
、１，２－ビス［（２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルアミ
ノ）プロパン、（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１′，３′－ジメチルブチル）
フェニル］アミン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジア
ルキル化第三ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化
ノニルジフェニルアミンの混合物、モノ及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混
合物、モノ－及びジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、
モノ－及びジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，
３－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアルキル
化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化第三オク
チルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラ
フェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジ－４－イル－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジ－４－イル）セバケート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オ
ン及び２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【０１０７】
２．　紫外線吸収剤および光安定剤
ニッケル化合物，例えば
２，２′－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル) －フェノール］の
ニッケル錯体，例えば１：１または１：２錯体であって，所望によりｎ－ブチルアミン、
トリエタノールアミンもしくはＮ－シクロヘキシル－ジ－エタノールアミンのような他の
配位子を伴うもの、ニッケルジブチルジチオカルバメート、４－ヒドロキシ－３，５－ジ
－第三ブチルベンジルホスホン酸モノアルキルエステル例えばメチルもしくはエチルエス
テルのニッケル塩、ケトキシム例えば、２－ヒドロキシ－４－メチル－フェニルウンデシ
ルケトキシムのニッケル錯体、１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾー
ルのニッケル錯体であって，所望により他の配位子を伴うもの。
【０１０８】
３．　金属不活性化剤，例えば
Ｎ，Ｎ′－ジフェニルシュウ酸ジアミド、
Ｎ－サリチラル－Ｎ′－サリチロイルヒドラジン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、
Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒド
ラジン、
３－サリチロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、
ビス（ベンジリデン）オキザリルジヒドラジド、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラ
ジド、セバコイル　ビス－フェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジアセチルアジポイルジヒド
ラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキザリルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サ
リチロイル）チオプロピニルジヒドラジド。
【０１０９】
４．　ホスフィットおよびホスホナイト、例えばトリフェニルホスフィット、ジフェニル
アルキルホスフィット、フェニルジアルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホ
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スフィット、トリラウリルホスフィット、
トリオクタデシルホスフィット、
ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット、
トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、
ジイソデシルペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）－ペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）－ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、
ビス－イソデシルオキシ－ペンタエリトリトールジホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）－ペンタエリトリトールジホスフ
ィット
ビス（２，４，６－トリ－第三ブチル－ブチルフェニル）－ペンタエリトリトールジホス
フィット、
トリステアリルソルビトールトリホスフィット、
テトラキス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）４，４′－ビフェニレンジホスホナイト
、
６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２Ｈ－ジベンズ［
ｄ，ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、
６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ－第三ブチル－１２－メチル－ジベンズ［ｄ，
ｇ］－１，３，２－ジオキサホスホシン、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット。
【０１１０】
５．　ヒドロキシルアミン、例えば、
Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
テトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ
－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシ
ルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、ハロゲン化獣脂ア
ミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１１１】
６．　ニトロン、例えば、
Ｎ－ベンジル－アルファ－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル－アルファ－メチル－ニトロ
ン、Ｎ－オクチル－アルファ－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラウリル－アルファ－ウンデシ
ル－ニトロン、Ｎ－テトラデシル－アルファ－トリデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル
－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニ
トロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－ア
ルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニトロ
ン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘキサデシル－ニトロン、ハロゲン化獣脂アミンから
誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンより誘導されたニトロン。
【０１１２】
７．　チオ相乗剤、例えば、
ジラウリルチオジプロピオネートまたはジステアリルチオジプロピオネート。
【０１１３】
８．　過酸化物スカベンジャー、例えば
β－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウリル、ステアリル、ミリスチルまたはト
リデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール、または２－メルカプトベンズイミダ
ゾールの亜鉛塩、ジブチルジチオカルバミン酸亜鉛、ジオクタデシルジスルフィド、ペン
タエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【０１１４】
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９．　塩基性補助安定剤、例えば
メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート、尿素誘
導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のアルカリ金
属塩およびアルカリ土類金属塩、例えばステアリン酸Ｃａ塩、ステアリン酸Ｚｎ塩、ベヘ
ン酸Ｍｇ塩、ステアリン酸Ｍｇ塩、リシノール酸Ｎａ塩およびパルミチン酸Ｋ塩、カテコ
ールアンチモン塩およびカテコール錫塩。
【０１１５】
１０．核剤、例えば
無機物質例えば、タルク、二酸化チタンまたは酸化マグネシウムのような金属酸化物、好
ましくはアルカリ土類金属のリン酸塩、炭酸塩または硫酸塩；有機化合物例えば、モノ－
またはポリカルボン酸およびその塩、例えば４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフ
ェニル酢酸、コハク酸ナトリウムまたは安息香酸ナトリウム；イオン共重合体（「イオノ
マー(ionomers)」）のようなポリマー化合物。
【０１１６】
１１．充填剤および強化剤、例えば
炭酸カルシウム、ケイ酸塩、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、タルク、カオリン、雲
母、硫酸バリウム、金属酸化物および水酸化物、カーボンブラック、グラファイト、木粉
および天然物の粉もしくは繊維、合成繊維。
【０１１７】
１２．その他の添加剤、例えば
可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、レオロジー添加剤（rheology additives) 、触媒、流れ
調整剤、蛍光増白剤、難燃剤、静電防止剤および発泡剤。
【０１１８】
１３．ベンゾフラノンまたはインドリノン、例えば
ＵＳ－Ａ－４３２５８６３号、ＵＳ－Ａ－４３３８２４４号、ＵＳ－Ａ－５１７５３１２
号、ＵＳ－Ａ－５２１６０５２号、ＵＳ－Ａ－５２５２６４３号、ＤＥ－Ａ－４３１６６
１１号、ＤＥ－Ａ－４３１６６２２号、ＤＥ－Ａ－４３１６８７６号、ＥＰ－Ａ－０５８
９８３９号もしくはＥＰ－Ａ－０５９１１０２号に記載されているもの、または３－［４
－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２
－オン、５，７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェ
ニル］ベンゾフラノ－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－
［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－２－オン］、５，７－ジ－第三ブ
チル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、３－（４－アセトキシ－
３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２－オン、３－
（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチル－ベン
ゾフラノ－２－オン。
【０１１９】
特に好ましい慣用の添加剤は項１および／または４の下に上記で列挙された添加剤である
。
式
【化１０４】
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で表される化合物もまた、安定化されるポリオレフィンにさらに混合できる好ましい慣用
の添加剤の一つである。
【０１２０】
成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）および所望により（Ｄ１）および／または（Ｄ２）の総量対
、慣用の添加剤の総量の比は、例えば１００：１ないし１：１００である。
【０１２１】
【実施例】
以下の実施例は本発明をより詳細に説明する。他に言及しない限り、全てのパーセント及
び部は重量に基づく。
【０１２２】
以下の実施例１ないし３で使用される立体障害性アミン化合物：
（ポリマー化合物に関し、平均の重合の程度を個々の場合で示す。）
化合物１３：
〔登録商標チヌビン（Tinuvin)７７０〕
【化１０５】

化合物３６－ｄ：
〔登録商標サンデュボア（Sanduvor) ＰＲ－３１〕
【化１０６】

化合物８１：
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〔登録商標チヌビン（Tinuvin)６２２〕
【化１０７】

（ｍ1 は５．１である。）
【０１２３】
化合物８４－１：
〔登録商標キマソルブ（Chimassorb) ９４４〕
【化１０８】

（ｍ4 は４．５である。）
化合物９６－Ｉおよび９６－IIの混合物：
〔好ましくは登録商標ホスタビン（Hostavin) Ｎ３０〕
【化１０９】
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（ｍ16は３．９でありおよびｍ16
* は４．２でありそして（９６－Ｉ）対（９６－II）の

重量比は４：１である。
【０１２４】
化合物１００－Ａ：
〔登録商標ユーバソルブ（Uvasorb)　ＨＡ８８（ケミカルアブストラクツＣＡＳ No.136 
504-96-6) 〕
式（１００ａ－Ｉ）で表されるポリアミンと塩化シアヌルとの反応により得られる中間体
生成物と、式（１００ｂ－Ｉ）で表される化合物により得られる生成物
【化１１０】

【０１２５】
化合物１０１－Ｉ：
〔好ましくは登録商標ユーバシル(Uvasil) 299〕
【化１１１】
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（ｍ21は５．８である）
化合物１０５：
〔登録商標グットライト(Goodrite) UV 3150〕
【化１１２】

化合物１０６：
〔登録商標グットライト(Goodrite) UV 3159〕
【化１１３】

【０１２６】
実施例１：射出成形された２ｍｍポリプロピレンプラックの光安定化
ポリプロピレン粉末１００部（メルトフローインデックス：２３０℃および２１６０ｇで
～２．４ｇ／１００分）を、ペンタエリスリチルテトラキス［３－（３，５－ジ－第三ブ
チル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］０．０５部、トリス［２，４－ジ－第
三ブチル－ブチルフェニル］ホスフィット０．０５部および表１ないし３に示す安定剤系
とバレルミキサー中で混合する。次いでブレンドを押出機中２００℃－２２０℃で配合す
る。押出および造粒で得られた粒状物を２４０℃－２６０℃にて自動射出成形機で２ｍｍ
厚のプラックに変換する。
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このプラックを試料ホルダーに固定し、フロリダにて自然曝露に供する（４５°南面，ダ
イレクト，約１４０ｋＬｙ／年）。定期的に、試料のカルボニル含量を赤外分光光度計で
測定する。０．５のカルボニル吸光度の形成に相当する曝露時間が安定剤系の有効性につ
いての尺度である。
得られた値を表１ないし３にまとめる。
２つの補助添加剤（co-additivs)〔(1) および(2) 〕の相乗効果は計算されたＴ0.5 値を
、実際に測定されたＴ0.5 値と比較することにより決定する。Ｔ0.5 値は添加則（additi
vity law) 〔(B.Ranby　および J.F.Rabek著; ポリマーの光崩壊、光酸化および光安定化
, 原理と応用(Photodegradation,Photooxidation and Photostabilization of Polymers,
 Principles and Applications), John Wiley & Sons出版, London, New York, Sydney, 
Toronto,1975, 第418 および419 頁〕に基づいて以下の式により計算される：
予想される安定化活性
＝〔１００％の安定化活性（１）＋１００％の安定化活性（２）〕／２。
〔測定されたＴ0.5 〕＞〔計算されたＴ0.5 〕の場合に当該２つの補助添加剤について相
乗効果がある。
【０１２７】
【表１】

【０１２８】
【表２】

【０１２９】
表３：
立体障害性アミン化合物：化合物８１、　０．０５％
紫外線吸収剤：式



(69) JP 4950371 B2 2012.6.13

10

20

30

【化９】

で表される化合物、　０．０５％
【表３】
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